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講座番号 B-31 講座名

記載日 2022/9/18 団体名・企業名

〈 受講者の声(実感した反応及びｱﾝｹｰﾄより) 〉(3～5点、計350字程度)
ビジュアルのことを優先して分かりやすく説明していただいて聞きやすかったです。他の参加者の
方の意見もきくことができて普段ふれない見方を知ることが良い気分転換になりました。

フードロスがわかりやすかったです。
フードロスが社会的・世界的な問題である認識は持っていたが、これがコロナとどう関係している
かは関心がなかった。今回のセミナーで若干の関連が分かったがもう少し深掘りが必要と考えた。

写真を添付してください
写真１

写真を添付してください
写真２

※写真１の説明 ※写真２の説明

 リアル会場の参加人数を少なくするための苦肉の策として始めたWebハイブリッド講座ですが、
横浜など遠方の方の常連ができました。元々、遠方からわざわざお越しいただいていたのですが、
今はすっかり遠隔地からの参加です。
 逆にカフェの雰囲気は、やはりリアルには勝てません。やっぱりカフェに来たいという方をつな
ぎ止められてよかったと思います。

事業実績報告書

テクノロジーカフェ
公益社団法人日本技術士会中部本部・中部倫理委員会

〈講座全体の概要〉(300字程度)
 テクノロジーカフェは、サイエンスカフェの技術者版です。リラックスできる空間で、現役の技術者が最先
端技術について、話題提供します。
 理想は高く、どんな話題でも対応します。しかし、何でもいいというと、話が盛り上がらないこともありま
すので、テーマを決めて話題提供します。
 今は、カフェとZOOMのハイブリッドで運営してます。遠くは地球の裏側ドイツから参加される方もいま
す。
 技術のことなど、日ごろ縁のない方でも、テクノロジーカフェを通じて技術者と距離が縮まれば幸いです。
脱線歓迎。日頃の疑問や言いたいことを、現役の技術者にぶつけてみましょう。

〈 企画・運営者の声 (感想) 〉(350字程度)

テクノロジーカフェの様子、実際の喫茶店
の雰囲気

ZOOMによるWeb参加もできます。テーブル
のタブレットでZOOMと同じ画面が見られま
す。

様式２
(2022年度)
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